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　◎…主力製品の界面活性剤をはじめ、さま
ざまな薬剤を幅広い業界に供給しています。
注力する分野は。
　「環境とエネルギー、電子材料、食品向け
中心の生活の４分野だ。環境関連では水系の
塗料用ウレタン材料を拡販する。電子材料分
野では太陽電池用の導電性ペーストを強化
し、紫外線（ＵＶ）や電子線（ＥＢ）を照射
する硬化型樹脂も液晶などディスプレー向け
などに展開したい」
　◎… 年度からの新中期経営計画では、
３年で 億円の設備投資を計画していま
す。
　「前中計期間までは利益重視でコストダウ
ンに取り組んできたが、これからは成長を遂
げないといけないという思いだ」
　◎…同中計では、国内での技術優位性の確
立を重点に置いています。
　「グループを含めた四日市地区の拠点再編
に取り組む。新拠点を建設し生産性を改善し
て価格競争力を高め市場への供給を拡大す

る。また成長のために打ち出した 殻破り
策 のひとつとして東京本社を設置し、トッ
プセールスと情報収集を強化する」
　◎…海外市場向けにはどうアプローチしま
すか。
　「当面は東南アジアを主体に事業拡大し、
将来的には欧州の拡大を考えたい。アジアで
は既存拠点の増強か、新拠点の設置を検討し
ている。もう少し海外売上比率を増やしてい
きたい」　
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　◎…世界シェア ％を握る主力の半導体樹
脂封止装置で、採用した新方式が評価を得て
います。
　「従来にないコンセプトを打ち出したこと
で新たな受注につながっている。顧客の半導
体メーカーは設備投資を抑えており業況見通
しは厳しいが他社にない製品を持っている強
みを生かし、提案活動を進めていきたい」
　◎…装置の拡販に向け新たな施策に着手し
ます。
　「ファブレスメーカーやにも提案をはじめ
る。米国のグループ販社にプレス機構を置
き、ファブレスメーカーと交渉して検証デー
タをもとに生産を委託するアセンブリーハウ
ス（半導体組み立て受託会社）に当社の装置
を推奨してもらうことで、アセンブリーハウ
スからの受注につなげる。生産拠点がある中
国やマレーシアでも同様の方針を明確にし
た。いずれは欧州でも取り組みたい」
　「米国では発光ダイオード（ＬＥＤ）分野
でも同じ施策をとる。ＬＥＤの規格化がはじ

まるとされる 年に向け、 年ごろからさ
まざまなメーカーで開発が進むと考えてい
る。我々から先に提案していく」
　◎…次世代の要素技術開発にも注力してい
ます。
　「セラミック素材を用いた金型を半導体業
界の顧客に提案し、評価段階に入った。１円
でも今期の売り上げに計上したいと受注に向
けてまい進している。数年後には収益の柱に
なってほしい」
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　◎…ニチダイの経営基盤を築いた技術のも
とは。
　「太い金属線を細く伸線して成形する『線
引きダイス』と呼ばれる金型で、 年に創
業した。この金型を製造する事業で超硬金属
や放電の加工技術を高めた。 年代以降、自
動車部品の冷間鍛造用金型の需要の伸長とと
もに成長してきた」
　◎…自動車用金型の用途をどのように拡大
してきたのですか。
　「初めはボルトやナットといった丸い形状
のシンプルな部品用から手がけた。その後、
技術を高度化させることにより、ギアのよう
に複雑な形状の部品用へ次第にシフトした。
顧客とともに技術課題を解決し高度な金型を
開発する受注方式も築き、差別化できた。研
究開発用のプレス機や試験装置も数多く備え
ている」
　◎…新たな製品分野は。
　「こうした鍛造金型の技術を起点に、精密
鍛造部品や自動車のターボチャージャー（過

給器）部品の組み立て、積層焼結金網フィル
ターへと広げてきた」
　◎…今後の方針は。
　「これからもコア（中核）の鍛造技術を磨
く。鍛造は生産やコストの効率に優れるの
で、鋳物部品を鍛造部品に置き換えられる用
途の開発も進める。グローバル化するモノづ
くりへの対策も重要なテーマ。タイでの生産
拠点を中心に、外需シフトやコストダウンへ
の対応力を強めたい」
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　◎…８月から新しい中期経営計画をスター
トさせました。
　「創業後、順調に業績を伸ばしてきたが、
売上高が 億円を超えたあたりで足踏みして
いる。これを打破するには、材料開発といっ
たコアテクノロジーの幅広い展開が欠かせな
い。化合物半導体や酸化物半導体はパワーデ
バイス、照明用途の有機ＥＬ（エレクトロル
ミネッセンス）などで、今後成長が期待でき
る」
　◎…積極的に進める海外展開の進捗は。

しんちょく

　「５月にベトナムでサービス拠点を設置し
た。東南アジア、インドでは研究機関からの
引き合いが好調だ。欧州では半導体大手から
の検査用生産機の受注もあり、市場深耕が期
待できる。北米は販売体制を強化。地理的に
遠いが、南米にも半導体や材料メーカーが潜
在的な市場がある」
　◎…中国市場は、どう見ますか。
　「設備投資が回復しつつある。大きな市場
だが中国への集中はリスクだろう。輸出比率

の２割ぐらいを占めるが、もう少し落として
も良い」
　◎…設立以来の装置納入台数が 台を超
えました。
　「達成に約 年かかった。顧客満足度の高
い装置を作るために力を尽くしてきた。
年度に売上高 億円という目標を掲げてお
り、薄膜というキー技術を軸に、ライフサイ
エンス・医療など新分野にも事業を展開して
いきたい」
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